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図書館の変身

電話番号を知りたくて “タウンページ" で

“本屋" をくると “書庖" をご覧下さいとあ

る。 ついでに “米屋" をくると “米穀商" を

どうぞ， である。 私には本屋と書屈の違いが

よくはわからない。 「本屋さんに行ってくる」

と言うことはあっても「書屈さんに行ってく

る」と言うことは滅多にない。 でも電話帳で

の分類は “書居" であり “米穀商" である。

何はともあれ図書館に本が届くと， 一冊毎

に著者名や書名などで分類たれ番号がつけら

れ目録カードがつくられる。 多種多様の本を

整然と 分類するのは大変な作業にちがいない。

私など僅かの資料すら整理ができないのに，

どんな種類の本であっても， 同じ本を別の人

が整理をしたら 分類番号が違っていた， とい

うことはないらしい。 きすがに図書館の担当

者はその道の “プロ" である。

しかしいくら “プロ" でも限られた人員で

の手作業には限度がある。 入荷する冊数が年

毎に増えるからなおさらである。 また， 整理

ができても， 簡単に間違いなく必要な本や資

料をきがせるようにしないと， 折角の貴重な

資源が有効に利用されないで書庫にツンドク

ままになりかねない。 そこで富山大学の附属

図書館でも MARC (Machine Readable 

Catalogue) で本の整理ができ， 必要な本は

すべて即座に検索できる図書館システム(学

内共同利用施設のコンビュータ・ センターの
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システムと連動)構築への挑戦がはじまった。

当時私はコンビュータ・ センターにも籍をお

いていたので， その構築作業の詳細や関係者

の苦労を知る機会に恵まれた7一図書館は昼

の聞は職員それぞれに通常のサービス業務が

あり， 作業はおもに時間外に職員の熱意で行

われていた。 全職員による検討が続き， ワー

キンググループの夜を徹しての作業も再三に

およんだ。 コンビュータ・ センターの運営委

員会委員長やセンター職員の側面からの協力

もあった。 学内外の多くの関係者の助言や支

援もあって， 念願のシステムは 3 年前に始動

し， 図書館は歓声にわいた。 同時にシステム

の “プロ" を擁する図書館に変身した。

情報や通信の技術は世間の予想、をはるかに

こえる速きで進んできた。 データの集積はス

ペースをとらないメディアに変りつつある。

電話帳もディスクに変り， たとえ “米屋" で

しらべても “米穀商" の一覧が表示される，

また通常の出版物にも激しい変化がもたらさ

れて利用や保管の方法がこれまでとは異なる

本が出廻る， なども遠い先のことではなさそ

うである。 新らしい時代への対応と次の変身

に向って奮戦している図書館の “プロ" たち

にユーザの期待と信頼がょせられている。

(理学部教授)



利用規則の制定について

図書館利用の多様化及びサービス形態の変

化に対応するため， 現行富山大学附属図書館

閲覧規則を廃止して， 新 たに富山大学附属図

書館利用規則が 2 月19日に制定きれ， 同日付

で施行することとなりました。

なお， 利用に関し必要な事項として， 富山

大学附属図書館利用内規と富山大学附属図書

館学外者利用内規が， 3 月 4 日に制定きれま

した。

富山大学附属図書館利用規則

(趣 旨)

第1条 この規則は， 富山大学附属図書館

(以下「図書館」という。)の利用について

必要な事項を定めるものとする。

(利用者の範囲)

第2条 図書館を利用することができる者

(以下「利用者」という。)は， 次に掲げる

者とする。

(1) 富山大学(以下「本学」という。)の職

員

(2) 本学の学生

(3) 本学の名誉教授

(4) その他附属図書館長(以下「館長」と

いう。)が許可した学外者

2 前 項第 4号の学外者の図書館の利用につ

いては， 別に定める。

(開館時間)

第3条 図書館の開館時間は， 次のとおりと

する。

(1)平 日 午前 8時30分から午後8時

まで

(工学専門図書室は午前 8

時30分から午後5 時まで)

(2)土曜日 午前 8時30分から午後4時

30分まで

(工学専門図書室は午前 8

時30分から午後3 時30分まで)

2 前 項の規定にかかわらず， 館長が必要と

認め たときは， 開館時間を変更することが

で、きる。
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(休館日)

第4条 図書館の休館日は， 次のとおりとす

る。

(1) 日曜日

(2) 国民の祝日に関する 法律(昭和23年法

律第178号) に規定する休日

(3) 本学創立記念日( 5 月31日)

(4) 12月28日から翌年 1 月 4 日まで

(5) 館長が特に必要と認め た日

(閲 覧)

第5条 利用者は， 開架閲覧室に備付けの図

書を自由に閲覧することができる。 ただし，

開架閲覧室外で閲覧するときは， 所定の手

続をとらなければならない。

第6条 利用者は， 書庫内の図書を関覧しょ

うとするときは， 備付けの図書閲覧証に必

要な事項を記入し， これを係員に提出しな

ければならない。

2 一時に閲覧することのできる冊数は， 原

則として 5 冊以内とし， 当日限りとする。

第7条 利用者は， 図書の関覧をするときは，

所定の場所で行わなければならない。

(貸 出)

第8条 利用者は， 図書の貸出を受けようと

するときは， 図書館利用証の交付を受け所

定の手続をとらなければならない。

2 図書館利用証の交付については， 別に定

める。

3 図書館利用証は， 他人に貸与又は譲渡し

てはならない。

第9条 図書の貸出冊数及ぴ貸出期間は， 次

のとおりとする。

(1) 本学の職員 10冊以内 1ヶ月以内

(2) 本学の学生

大学院学生及び専攻科学生

10冊以内 1ヶ月以内

上記以外の学生

5 冊以内 2週間以内

(3) 本学の名誉教授

10冊以内 1ヶ月以内

(4) その他館長が特に許可した者

館長が定める冊数及び期間

2 前項の規定にかかわらず， 富山大学学則

第21条に規定する夏季休業， 冬季休業及ぴ

春季休業の各休業期間にあっては， 同項の



貸出期間を超えて長期に貸出(以下「長期

貸出」という。)をすることができる。

第10条 利用者は， 貸出を受けた図書を転貸

しではならない。 また， 貸出期聞を超過し

た場合は， 遅延日数相当期間貸出を受ける

ことカfできない

(予 約)

第11条 利用者は， 貸出を希望する図書が貸

出中であるときは， 予約することができる。

(貸出期間の更新)

第12条 利用者は， 貸出期限後も引き続き貸

出を希望するときは， 当該図書を持参し所

定の手続を行い， 貸出期間の更新をするこ

とができる。

2 貸出期間の更新は， 1回限りとする。 た

だし， 貸出希望の予約がある図書及び長期

貸出の図書については， 更新することがで

きない。

(貸出禁止図書)

第13条 次に掲げる図書は， 貸出すことはで

きない。 ただし， 館長が特に許可したもの

については， この限りでない。

(1) 貴重図書

(2) 参考図書

(3) 館長が指定した図書館資料

(研究室等貸出)

第14条 研究室又は部局において特に必要あ

る図書は， 借受責任者を定め， 研究室等貸

出図書として利用することができる。

2 前項の貸出期間は， 1年以内とする。 た

だし， 必要に応じ更新することができる。

第15条 転退職等のため研究室又は部局の借

受責任者に変更が生じたときは， 当該研究

室又は部局において後任の責任者を定め，

館長に報告しなければならない。

(書庫内検索)

第16条 書庫内に入って図書を検索できる者

は， 次に掲げる者とする。

(1) 本学の職員

(2) 本学の大学院学生及び専攻科学生

(3) 本学の名誉教授

(4) その他館長が特に許可した者

第17条 利用者は， 書庫内の図書を検索しょ

うとするときは， 身分証明書又は学生証等

を提示し， 係員の指示に従い所定の手続を
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経て入庫しなければならない。

(参考調査)

第18条 利用者は， 教育・研究上又は学習に

必要とする文献及ぴ学術情報等についての

参考調査を国書館に依頼することができる。

(文献複写)

第19条 図書館に文献の複写も依頼する場合

は， 富山大学附属図書館文献複写規則の定

めるところによる。

(他大学図書館等の利用)

第20条 利用者は， 教育・ 研究上又は学習の

ため必要とする場合は， 図書館を通じて他

大学図書館等が所蔵する図書の閲覧， 複写

又は借受等の依頼をすることができる。 こ

の場合において， 利用者は， 当該機関の規

則等を遵守しなければならない。

(遵守事 項)

第21条 利用者は， 図書館内では， 次に掲げ

る事項を遵守しなければならない。

(1) 静粛を保ち他の利用者に迷惑をおよぽ

さないこと。

(2) 飲食をしないこと。

(3) 所定の場所以外で喫煙をしないこと。

(弁償責任)

第22条 閲覧又は貸出中の図書を粉失し， 若

しくは汚損した者又は機器その他の施設を

き損した者は， 館長の指示に従い弁償の責

任を負わなければならない。

(利用制限)

第23条 館長は， この規則に違反した利用者

に対し， 図書館の利用を制援し， 又は一定

の期間その利用を停止することができる。

(雑 則)

第24条 この規則に定めるもののほか， この

規則の実施に関レ�，、 要な事項は， 館長が別

に定める。

富山大学附属図書館利用内規

(趣 旨)

第1条 この内規は， 富山大学附属図書館利

用規則(以下「規則」という。)第24条の規

定に基づき， 附属図書舘(以下「図書館」

という。)の利用に関レ�、要な事項を定める

ものとする。



(休業期間中の開館時間)

第2条 富山大学学則第21条に規定する夏季

休業， 冬季休業及び春季休業の各休業期間

においては， 規則第3 条第2 項により， 次

のとおり開館時間を変更する。

(1)平 日 午前8時30分から午後5時

まで

(2)土曜日 午前8時30分から午後0時

30分まで

(自由閲覧室の利用時間)

第3条 自由閲覧室の利用時間は， 次のとお

りとする。

(1)平 日 午前8 時30 分から午後5時

まで

(2)土曜日 午前8 時30分から午後0時

30分まで

2 前項の規定にかかわらず， 各期末試験開

始1週間前から期末試験終了日までの期間

の自由閲覧室の利用時間は， 次のとおりと

する。

(1)平 日 午前8時30 分から午後6 時

まで

(2)土曜日 午前8時30 分から午後2 時

まで

3 前 2 項の規定にかかわらず， 附属図書館

長(以下「館長」という。)が必要と認め

たときは， 利用時間を変更することができ

る。

(書庫内図書の利用受付時間)

第4条 書庫内図書の利用受付時間は， 次の

とおりとする。

(1)平 日 午前9時から午後0 時及ぴ

午後1 時から午後4 時30分

まで

(2)土曜日 午前9時から午後0 時まで

2 前項の規定にかかわらず， 館長が必要と

認めたときは， 利用受付時間を変更するこ

とができる。

(附属図書館利用証)

第5条 規則第2 条第1 号から第3号までに

掲げる者は， 図書館を利用するときは， 附

属図書館利用証(以下「利用証」という。 )

(別紙様式1 )の交付を受けなければなら

ない。

2 利用証の交付を希望する者は， 閲覧窓口
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において学生証又は身分証明書等を提示し，

富山大学附属図書館利用証交付請求書(以

下「交付請求書Jという。)(別紙様式2 ) 

に必要事項を記入の上， 申請するものとす

る。

3 利用証の有効期間は， 次のとおりとする。

(1) 職員にあっては， その身分を有する期

間

(2) 学生にあっては， その在学期間

(3) 名誉教授にあっては， 終身

4 利用証を粉失したときは， その旨閲覧窓

口に届け出て， 再交付請求書を提出し， 再

交付を受けることができる。 この場合は，

再交付請求書提出日から 1週間経過後の開

館日に， 再交付を行うものとする。

5 職員又は学生は， 交付請求書に記載した

事項に変更が生じたときは， 速やかに閲覧

窓口まで届けなければならない。

6 職員又は学生がその身分を離れたときは，

利用証を速やかに返却しなければならない。

(貴重図書)

第 6 条 規則第13条第1号に規定する貴重図

書は， 次のとおりとする。

(1) へルン文庫所蔵のへルン蔵書

(2) 川合文書及び菊池文書

(3) その他館長が指定した図書

2 貴重図書の文献複写は， 行わない。 ただ

し， 館長が必要と認めたときは， 写真撮影

に限って許可することがある。

3 貴重図書を閲覧しようとする者は， 事前

に貴重図書閲覧願(別紙様式3 )を提出し，

許可を得た上で教官閲覧室又は館長が指示

した場所で閲覧しなければならない。

(参考図書)

第7条 規則第13条第2号に規定する参考図

書は， 次のとおりとする。

(1) 辞書の類

(2) 索引の類

(館外貸出及び返却)

第8条 図書を館外で利用しようとする者は，

貸出希望図書及び利用証を添えて閲覧窓口

に提出しなければならない。

2 館外貸出の図書を返却しようとする場合

は， 当該図書のみを返却窓口に提出する。

ただし， 開館時間以外のときは， 正面玄関



に設置のフゃックポストに投函することによ

り返却したものとみなす。

(長期貸出)

第9条 規則第9条第 2 項の規定による長期

貸出は， 休業期間開始日 2週間前から行う

ものとする。 返却期限は， 休業期間終了日

から 2週間後とする。

(予 約)

第10条 規則第11条に規定する予約の期間は，

既貸出者返却期限日より 2週間以内とする。

(貸出制限資料)

第11条 次の各号に掲げる資料については，

それぞ、れ各号に該当する者にのみ館外貸出

を千子つことができる。

(1)逐次刊行物 職員

(2)視聴覚資料 職員

(3)学生用図書 学生

(文献複写)

第12条 規則第四条の規定による文献複写の

受付時間は， 次のとおりとする。

別紙様式1

注意事項
附属図書館利用証
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午前9 時から午前11時30分及

び午後1 時から午後4時30分

(2)土曜日 午前9時から午前11時30分

日平(1) 

(他大学図書館等の利用)

第13条 規則第20条の規定による他大学図書

館等の利用を希望する者は， 次の手続きに

よるものとする。

(1) 他大学図書館等が所蔵する図書の閲覧

を希望するときは， 閲覧窓口において，

備付けの申込書により国立大学図書館間

共通閲覧証又は他大学図書館等利用依頼

状の交付を受けることができる。

(2) 他大学図書館等が所蔵する図書の複写

又は借受を希望するときは， 参考窓口に

おいて， 備付けの申込書により依頼する

ことができる。

(雑 則)

第14条 この内規に定めるもののほか， 図書

館の利用に関する必要事項は， 館長が別に

定める。

別紙様式3
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費雪国書闇II圃

昭剛 毎 月 刊

富山大学酎贋図・曾易 関

長名

拳縞 全般科更は掌狩名

動精舎

学需番号交はそ主暢

下耳目的園寄を闇Jl�せて下書"よ・うお圃いし害す角

咽置に帽しTは 富山大学耐聴聞'館量1岡蝿即1悼の曜守!lrJ係蝿の槽示に健ド

キτ.

町山|日ン惜 ロ111舎安. 口調楠守，

資制名 資制番号

咽置費場開 口敏肉闇E ロ，...." 口�句崎f

聞置期間 間鞘 年 n A ( 圃目下~ 月

己辛め他
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日f 曜日下



一一 図書館関係会議 一一

(昭和62年10月~昭和田年3月)

昭和62年度北信越地区国立大学図書館

研修会

昭和62年度北陸地区国立大学図書館会計

担当者会議

期 日 昭和62年11月 5日-6日

場 所 信州大学附属図書館

期 日 昭和62年11月25日

場 所 富山大学附属図書館

昭和62年度北信越地区国立大学附属図書館

事務(部・課)長会議

期 日 昭和62年11月18日-19日

場 所 新潟大学附属図書館

二一 図書館関係人事 =ー

(昭和62年10月~昭和63年3月)

採 用 辞 職(退職)
62_ 10_ 1 寺島和裕(総務係) 63_ 2 _ 20 

配置換 63_ 3 _ 31 

62_ 10_ 1 松島珠喜(参考係) " 

学生部厚生課より " 

" 

併 任
63_ 2 _ 20 小嶋 事(図書館長)

理学部教授

山田麻理(工学専門図書室)

高木行則(事務長)

寺島和裕(総務係)

関 衣美子(閲覧係)

二口真也(参考係)
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